
－ 15－

アクティブ・ラーニングから
「ディープ・アクティブラーニング」へ

―情報検索型社会における創造的な英語授業とは―1

林　　明人，西村　祐子（*2）

上田　倫史，ナサニエル・フレンチ

要約：本稿では駒澤大学の英語教育をコンテクストとしてアクティブラー

ニングの中でも特に重要なコミュニケーション力の向上を促すストー

リー・テリング力を養う手法について考察する。英語を滑らかに話す、と

いう行為に含まれるストーリー・テリングの要素は初級から上級のすべて

において英語の上達に深くかかわる。さらに英語のスキルが向上するにつ

れてコンテクストをその「場」から読み取る能力も発達してくる。このよ

うな学生の能力の向上を助ける為に教員はどのような授業を組み立てる事

が可能であろうか。英語によるコミュニケーション力の増強に深く関わる

アクティブ・ラーニングの発展的活動を「ディープ・アクティブラーニン

グ」と位置づけ、その考察を行う。

1  本稿は平成 31年度駒澤大学特別研究助成による共同研究 「アクティブ・ラーニ

ングによる大学英語教育の体系化の試み」（代表：林明人）の成果の一部である。記

して駒澤大学特別研究助成委員会への謝辞とする次第である。

2  第一著者。
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はじめに：「情報検索型社会」におけるアクティブラーニングとは

林  明人，西村  祐子，上田  倫史，ナサニエル・フレンチ

大学におけるアクティブラーニングへの取り組みは 2012年に中教審（文部科

学省中央教育審議会）が「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向け

て～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ」（文部科学省 2012） 

と題された答申が出された時期から活発化した 。アクティブラーニングとは

「能動的に学修して育成される認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経

験を含めた汎用的能力」と定義づけられている。それは （1）知の伝達・注入を

中心とした授業ではなく教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋

琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場の創生、（2）学生が主体的

に問題を発見し解を見い出していく能動的学修（アクティブ・ラーニング）へ

の転換」（ibid.）と解説されている。

　中規模・小規模の授業スタイルであれば、従来型の授業であっても十分にア

クティブラーニングの定義にあったものは提供されていた。だが、21世紀に

おける大学の授業には今や欠くことのできない存在となったインターネットが

普及したことによる従来型の知識の獲得手法には昨今大きな変化がみられる。

　かつてのように、教員がもっている知識を教室に並んだ学生たちに「分け与

える」ことによって授業がなりたっていた状況は完全に覆された。インター

ネットを検索しさえすれば多くの情報はたちどころに得られるからである。何

かを極めたいという意志や強い興味さえあればインターネットの力によって高

速道路を走るように非常に速いスピードで効率的に学習ができる。自分が検索

したある情報を共有する人々は世界中に何千万と存在している。このような状

況にあって現代の知識人には集積した知識を速やかに処理し加工し独自の一歩

を踏み出してゆく手法を要求される。したがってその検索と探求にかかわる手

法を訓練し、実践してゆく「場」が教場であるという状況が生まれている。

　だが、インターネットという高速道路を走りきってその道のプロになろうと
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いう目前でも多くの参入者が同じ情報をシェアしている。検索による学習で行

き着ける場所の間口が広くなっているのである。他方、その情報を活用し、さ

らにその先に行きつくには別の能力が必要とされる。曲がりくねったみちを乗

り越え最終目的地にたどり着ける能力、サバイバル能力、情報を積み上げ、そ

れにほんの少し自分のオリジナリティを付け加える時にみせる独自手法、創造

性の追求こそがディープ・アクティブラーニングの成果なのである。それは、

情報を手に入れ、使い、現実の場で展開させる能力、発信し、それをその「場」

において相手とつきあわせ、さらによりよい情報、成果などにする作業である。

必要とされるのはコミュニケーション力である。それは交渉力であったり「場」

を読む力であったりもする。あるいは情報を加工する力でもある。

　知識を持つだけの教養人ではなく知識を使って何かを生み出す教養人が必要

とされる。だが、新たな知識を産み出す教養人はあらゆる分野で大量生産され

てゆく。より新しいことを探し産みだす方向性を持つのが学問であるが、そこ

で新たにつくられた知識はインターネットという分散集積装置によってまたた

くまに世界に広まるという即時性が今日の特性である。

　検索すれば簡単に手に入る「検索型社会」の到来にあって、単に物事を「知っ

ている」ということの価値は下がった。この事実をすべての教員は理解し受け

入れなければならない。教場で与える従来型の情報の価値は相対的に下がって

いる。むしろそれを活用する技術を学生に伝えるのが授業である。得た情報を

自分なりに解釈し、自分の中にある既存の知識との関連付けを行う技量を育て

るのである。

　知識の活用とは、得られた知識を何らかの意思決定の際に役立てたり、分か

り易く対外的に説明できることである。それで初めて情報を活用できたという

ことになる。情報のインプット、処理、アウトプットというプロセスを繰り返

し回していけば、自分オリジナルの価値あるインデックスが出来上がってゆく。

そして、そこに知性のオリジナリティが発生する。語学教育においては従来教

員が行っていた繰り返し練習や自習、試験準備などは AI をテューターとして

使い、代用出来る。教員は授業では face to face の関係を重視し、「その場でな
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ければ出来ない活動」によって学生の興味、やる気などを引き出すといった役

割分担が可能である。

　この場合、教員には授業マネジメントの力量が求められる。それを助けるの

がティーチングアシスタントとして利用できる AI 搭載の各種アプリケーショ

ンである。

1-1．ICTや AIを活用した授業マネジメントとは

林  明人，西村  祐子，上田  倫史，ナサニエル・フレンチ

本学の授業ではすでに 10年以上前から大学が導入している Moodle をベース

にした YeStudy や C-learning を使った授業マネジメントが活用されている。こ

れは出欠だけでなく課題提出やクラス準備、資料アップロードなどの機能があ

り、課題提出には英作文だけでなく音声提出も出来るようになっている。また、

大学の E-mail address に付随したグーグルドライブは容量が無制限なのでそこ

にクラスごとに共有フォルダーをつくり、自分の英語での発表をビデオクリッ

プにした容量の大きなものもアップロードできる。

　ビデオクリップは英語による発話力などを見るために学生が所持するスマー

トフォンなどを活用して簡単に作ることが出来る。互いにクリップを作ってそ

れをアップロードし、教員に見てもらうようにすれば学生が ICT を使い慣れる

手立てにもなる。学生にタブレットを配り、授業で学生が授業が行われている

トピックについて情報検索をかけながら写真や動画などで授業で与えられてい

る情報をさらに確かなものにすることもできる。これらの活動で授業をより楽

しみのある活動とすることも可能である。Moodle を基礎に開発された YeStudy

にはルーブリック作成の機能もあり、学生のグループワークの折に互いにルー

ブリックをつかって評価し合う活動もできる。

　AI 搭載のアプリの語学授業への活用は、E-learning やオンラインベースの英

語習熟度テストにもすでに導入されている。本学で英語のクラス分けに使用さ
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れている外部英語測定試験 CASEC は AI を用いたオンラインベースの基準テ

ストであり TOEIC や TOEFL, 英検に対応したスコアを表示することができる

が、学生の回答によって難易度が自動的に変えられてゆくので比較的短時間で

英語の基準値を評価することができる。授業開始前の春と授業が終わる 12月
の 2回、1・2年生は受験が認められているが、場合によっては 7月と 9月に

も実施し、それぞれの得点とコンピュータが出したコメントを見ながら学生が

自分の弱点を知り、次回の受験に役立てることも可能である。

　このように AI による基礎力判定テストの受験回数を増やして自己点検を

行ったり、レメディアル教育として E-learning を取り入れた研究も現在第一外

国語部門内で行われている。（その成果については本稿ではなく次年度以降の

論文で扱う。）しかしながら、これらの ICT や AI を活用した語学学習活動でもっ

とも重要なのが学生自身による自己点検能力、いわゆる内省力の深化である。

1-2．ICT, AIなどを活用して学生の内省力を育てつつ実力を向上させる

林  明人，西村  祐子，上田  倫史，ナサニエル・フレンチ

上記にあげたような ICT や AI の機能を使ったアクティブラーニングにおいて、

もっとも重要なのは学生と教員の実際の場でおきる相互作用の可視化である。

例えばルーブリックであれば、教員だけが学生を評価するのではなく、学生自

身が自覚を持って自らの評価を行い、それを実力向上の糧とする。ペアワーク

などでお互いに評価点をつけあうことで相手の技法を取り入れたり、自分の気

づかなかった長所や弱点に気づいてもらうことが出来る。

　ルーブリックを活用し、学生に明確な指針を示し、学生が意識して自己研鑽

に励みやすい環境を作ることが出来るし、AI を活用したオンラインベースの

テストであれば、クラス分けテストとして事前に用いるだけではなく、基礎力

判定資料ともなる。スコアがいかにその後上昇したかを測定し、総合評価の一

部に取り入れることもできるのである。AI が出したセクションごとの分析を
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使い、学生の自己分析の能力を引き出すこともできる。自ら評価を分析しその

結果を教員とのコミュニケーションに充てる効果もある。

　レメディアル教育として活用できるのも AI によるオンライン教育である。

本学の一部の授業に取り入れられ始めた AI 搭載の E-learning では、オンライ

ン上でリスニング、リーディング、文法などを中心にレベルによって数百種類

のリストから担当するクラスのレベルに応じてメニューをつくることができ

る。現在試験的に一部のクラスで取り入れられている ReallyEnglish では、修

了するレッスン数を 50レッスンとし、それぞれを教員が定めた合格パーセン

テージ（例えば 85％、75％など）をすべてのレッスンで超えることにより、修

了証を得ることが出来たりする。初級の場合は適切なレベルのレッスンをあら

かじめ授業である程度行い、繰り返し教材から作った教員独自の確認テストを

教場で行ったり、自宅で復習を行ったりして反復練習をさせることも可能であ

る。

　AI が搭載されていることにより、そのサイトに何度アクセスしたかという

回数、滞留時間などもカウントしてくれる。YeStudy の場合も最終アクセス時

間が記録され、課題提出時間、曜日なども記録される為、教員にとってはティー

チングアシスタントを得ているような便利さがある。

　学生が学習に能動的であれば、認知的、倫理的、社会的能力が高まり汎用性

の高い能力となる。一方、授業改善のマネジメントサイクルとしても役立つ。

学生の要望などを把握し、学習の場での実態を把握し、学生へのそれぞれの指

導目標の設定や授業全体の年間計画を授業がはじまってからでも改善してゆく

ことを可能にする。PDCA のマトリクスとしてのプロジェクトの策定―実施―

チェックー反省・振り返りーその後の活動（Plan-Do-Check-Refl ection-Action）を

一続きのサイクルとして展開し、活動から新たなプロジェクト策定に向かうこ

とを授業の現場の中で容易にするのである。

　だが、AI はあくまでアシスタントであり、学生の深い洞察力やコミュニケー

ション力を育てる原動力や動機づけとはならない。コミュニケーション力はむ

しろ学生同士や学外の他者と交流する中で育まれるものであり、教員はその場
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を提供するコーディネーターのような役割を担うともいえる。だが実際の授業

においてつくりだされる学生の「コミュニケーション力」とはそもそもどのよ

うな性質のものであろうか。

2-1．Active Learningから Deep Active Learningへ

ナサニエル・フレンチ

学生数に比して教員の数が多い欧米の大学などでは、従来からじっくりと考え

させたりリサーチをさせたりする時間を多く取ってきた。それゆえそもそもア

クティブラーニングとしてあらためて学生と教員との対等な知的交流の重要さ

を強調することは必要がないようにも思われる。

　興味ある授業だけを週に 3コマから 4コマ程度を取り、その間十分に調査

や読書を行ってレポートを 2週間に一度出すようなスタイルであれば、「深い

考察力を養う授業」となり、アクティブラーニングの効果は十分に達成される。

教員と向き合って議論しあうテュートリアルや教員と学生がともに議論しあう

セミナーであれば、学生たちの実力は自ずから向上する。

　しかし、これらの質の高い授業に対し、大衆化した大教室での授業での詰込

み型授業や、一方的な講義形式の授業では全く違う質の学生が生み出されてし

Figure 1: The Plan-Do-Check-Act Cycle
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まう。そのような批判は長らく日本の教育界では聞かれてきたが、この問題へ

の解決策は見出し難かった。しかし 90年代後半以降の急激なインターネット

の普及に伴う ICT 化によってある程度学生一人一人のニーズに答えられる授

業が費用的に可能になったともいえる。

　「グーテンベルグによる印刷機の発明以来」といわれる大規模な社会変化を

作りだしたインターネットにより、日本の大規模大学でも大量に生産される大

学生に対して AI や ICT の力も借りながら自ら考え行動する授業スタイルを作

り出すことが可能になったのである。学生はインターネットにスマートフォン

からも簡単にアクセスできる。これまではわざわざ辞書を持っていなければな

らなかったのが簡単に数秒で検索できる。類例やどのような議論がこれまでな

されてきたかも調べられる。

　従来は何か月もかかっていた作業が 30分やそこいらで済んでしまう。「検索

基盤型の知識社会」はすでに知識のありようを変えてしまっている。今や教員

のなすべきことはいかに知識にアクセスし、それらを関連付けて自己のための

ものとするかの方法を教えることである。だが情報が存在するサイトを紹介し、

そこを読ませるだけでは足りない。それを要約し、理解し、自らの考えや知識

と関連づけて表出出来るように指導してゆくことが教員に求められている。

　教員は「教える側」という高みに立った存在ではなく、トレイナー、もしく

はコーチの役割を担う。教員が授業という「場」をアクティブに活用してゆく

為の手法を様々に工夫しなければならない時代なのである。以下にそのような

授業の具体例を考察してみたい。

2-2．VSRを用いた「流暢さ」の獲得とストーリー構築能力の育成

ナサニエル・フレンチ

可変文応答（VSR）は、英語の母語話者またはそれに近い速度で英語で会話が

出来るように学生のスピーキングのスキルを高める活動をいう。学生はこの能
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力の向上によってモチヴェーションが高くなり、教室内外で積極的に英語を学

ぶ事になる。

　VSR は、他の英語の活動とは若干異なるアプローチでもある（French2018）。
文法や語彙に焦点を当てたり、タスクを完了したりする代わりに、主な焦点を

ペーシング（母語話者のような適切な速度で会話すること）の獲得に集中する。

そこには文脈を理解し、そのなかでストーリーを展開するという重要な作業が

含まれる。それによって英語で組み立てられる自分の世界を初めて実感し、満

足感を得る事になる。ペアワークをしながら学生は与えられた英語の簡単な情

報に基づきストーリーを組み立て、それを表現することが出来るようになる。

　受講者が VSR の様々な部分を進める速度は、この活動の最も重要な部分で

ある。テストに合格したり語彙を学習したりするなどの二次的な利点は、正し

いペーシングの結果として見られる。ペーシングの重要性から、学生の成績に

基づいて、教師がどれだけ速く進むかを判断する必要も生じる。だが、教員に

とって重要なのは高い位置から教える側でなくペーシングを獲得してゆく学生

たちのコーチとなり、共に活動を楽しむという立ち位置である。

レベルにかかわる教材の選択

現在、駒澤大学において教員（フレンチ）が行っている VSR には 3 つのレベル

がある。初級レベルの学習者に対しては、未知の単語がそれほど多くないテク

ストを選択する。初級の学生にとって、語られるストーリーの内容、使われる

定型文の両方にかかわる単語の 90-95％を知っている必要がある。このレベル

は学生にとって簡単過ぎるように思えるかも知れないが、このレベルの学生に

とってはそうではない。それを運用するのは十分に難しい作業となる。ちなみ

に、これら 3 つのレベルはすべて fl uencydriven.com で無料でダウンロードでき

る。

　ここでは TOEIC に準拠し、以下のように初級のレベル設定をする。

Friendly Conversations ： 300 ポイントからそれ以下、

Traveling Conversations ‒ 300 から 450程度、
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Conversations Abroad ： 450 以上。

　なお、駒澤大学では 1-2年の英語必修クラスは、TOEIC や英検、TOEFL、

CEFR に対応した CASEC テストを用いたクラス分けを行っている。大まかな

中級レベルとされるのは 500以上、上級レベルが 600以上となっている。

　以下に示すのは 300ポイントからそれ以下、300から 450ポイント程度の

初級クラスで大きな効果を発揮した事例である。これらのクラスの特徴は、中

学高校で英語を苦手としていてそのままになっていた学生たちであり、英語を

話すのも聞くのも苦手だと考えている学生達が大半だという事である。

　

英語で話しかけられる恐怖を乗り越える

英語を学んでいる学生全般にとって恐らく最も恐ろしい事の一つは、英語を母

国語とする人と話す事である。彼らがあまりにも早く話すので、何を言ってい

るのか理解出来ない。だがレベルにかかわらず、速い英語が理解できないとい

うハードルを乗り越えられないと、英語での外国人との会話には自信が持てな

い。この問題に直面している学生を支援する為に、VSR はリスニングの流暢

さを向上させ、迅速に話しているネイティブスピーカーと関わるのに必要なス

キルを開発できるように作成された。VSR は、（1）ストーリー、（2）文リスト

で構成されている。

　VSR のストーリー セクションは非常に単純なパターンに従い、各章の冒頭

でウォームアップの活動として使用される。あらかじめ学習しておいたパター

ンをつかって話す初動の活動として非常にうまく機能する。また、VSR の章の

次の部分で会話のためのストーリーに学生が自らを入れ込んでゆくのにも役に

たつ。

　重要なのは、ストーリーを教えるための訓練パターンである。教員は 3回

大声でストーリーを読む。ここでは学生のレベルに合った速度で読んでかまわ

ない。学生に質問し、その答えをクラスでチェックする。学生は英語で答えを

いう。彼らがストーリーを覚え込むために 3分から 5分間を与える。ペアを

組んでこのストーリーをお互いに紙を見ずに英語で話してみる。
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　この活動の際、ペーシングは非常に重要であり、ストーリーを初めて読んで

いる間に、教師は学生に質問をし、解答できる数を確認する必要がある。最初

のストーリーを読み上げた後にほとんどの学生が解答出来なければ、2回目以

降のストーリー読み上げの時点で速度を調節する必要がある。

　学生が自信を持って発言する事を学ぶのは非常に重要である。教師が初めて

英語で質問すると、誰も答えないかも知れない。しかしあきらめないで続けな

ければならない。

　学生がペアワークでも最初にどちらが話すかを決める時、英語で「じゃんけ

んぽん」のやりとり（rock, paper, scissors）を教えることも重要だ。遊びのなかで

自然に英語を話す抵抗が無くなる。VSR 全体の多くの場面で使用出来る遊びで

ある。

　ストーリーを語りながら、ストーリーを聞いているパートナーは、それが正

しいことを確認し、相手が立ち往生した場合、彼らのパートナーにヒントを与

えるためにストーリーをチェックすることが出来る。ストーリーを語っている

パートナーは、そっくり書かれたままを完全に伝える必要はない。ストーリー

の要約が正しい限り、文法や語彙の間違いはさほど気に掛ける必要はない。ス

トーリーの伝達が出来ていることが重要である。

　学生にそれぞれ 2回話すチャンスを与える為、話す時間を調整することも

大切である。時間がなくなる前に、より速く話すインセンティブを与え、より

速く終わる学生が退屈しないようにする。

　文章リストは、比較的簡単な語彙を持つ 10から 15の文章のリストに過ぎ

ない。だが、おそらく学生がこれらの文章を習得し、教員がその場で行うテス

トに合格する為に 90分の授業時間全体を使うことになる。学生はリストにあ

る文章を使用して適度に快適に会話出来るようになる必要がある。この部分を

教える為のパターンは次のとおりである。

● 学生がリストの全ての単語を知っていることを確認する。

● 自分で練習会話をする機会を与える。教場内を歩いたりしてもよい。
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● 学生たちにペアを組んでもらう。文章を使って練習し , 答えてもらう。しか

し、学生に練習の質問を見せてはならない。彼らは文章のリストだけを見る

ことが出来る。

● 練習がある程度のレベルに達すると、文章に答える学生が文章リストを見る

ことが出来なくなった事を伝えて、難易度を上げる。

● 練習会話をしながら、簡単なルールを守らせる。文に答えるときは、少なく

とも 2語以上でなければならない。（つまり、単に Yes, No だけでは答えとし

ては不十分である。）教場内を歩き、練習している間、文章リストと同じ順

序ではなく、ランダムな順序を試してみる。

　学生の約 50-60％が自分一人での練習を一通り終えるのを待って、ペアワー

クをおこなう。ペアで練習を始めるときには、会話を書いた紙を見ないことが

大切である。あまりにも多く書いたものに依存しがちになるからである。学生

は 2〜 3分後にはパートナーと話すのに飽きるので、パートナーを変え、リ

ストをもう一度練習するように伝える。新しいパートナーに対して、これらの

手順を必要な回数まで何度でも繰り返しおこなわせる。

　文章リストにいくらか慣れてきたら、以下のステップに進む。各文の適切な

速度での発音を教え、学生がグループとして、英語のネイティブスピーカーの

速度ですべての文リストの文章を正しく繰り返すことができるまで練習させ

る。学生をペアにして、新しい発音と速さで文章リストの文章を使って答える

練習をする時間を与える。必要に応じて、新しいパートナーと同じ手順を繰り

返す。学生が自分ですべての文章リストの文章をできるだけ速く読む「スピー

ドチャレンジ」を行ってもよい。

　最後に教員が学生それぞれのパフォーマンスをチェックする。文章を素早く

言う練習をし、ネイティブ・スピーカーの話す英語のスピードに慣れてきたも

のの、テストを受ける前に、準備ができているかどうかクラスで手をあげさせ

る。彼らの過半数が手をあげている場合、テストは開始される。まだテスト

を受ける状況にないとクラスの大半が判断した場合、新しいパートナーを見つ
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け、数分間練習させる。数分後もう一度手をあげさせ、準備ができた学生が多

くなっていることを確認する。準備ができた学生から列に並び、教員との一対

一の英語による会話のテストをうける。

　テストでは、学生たちはすでに覚えている文章からリードイン文を言い、教

員が文章リストからピックアップした文章をネイティブ・スピーカーの普通の

スピードで言い始める。受講者が 5つの文章をタイムリーに理解し、適切な

英語で対応できれば合格となる。不合格であれば、列の後ろに移動し、それが

できるようになるまで再試行を続ける。すべての学生が合格したら、教師は次

の章に進む。

　ここでは学生自身がテストのタイミングを選ぶことが非常に重要である。テ

ストを何度も遅らせることも可能である。これは、学生が自分で自分自身の教

育をある程度コントロールしているように感じさせ、自律性を尊重することに

なる。彼らが真剣に練習をしている限り、「まだテストは適当でない」とクラス

が判断している限りは決してマイナスではない。ただ単に英語を漫然と勉強

するより、ずっと多くの時間をその場で集中して真剣な練習にかけていること

を意味しているからである。また、何度受験してもよい。それよりもクラスが

100％の合格率を得ることも非常に重要である。この活動は、モチベーション

と自信を高める活動であり、パフォーマンスのレベルに基づいてクラス内で優

劣に基づいたさらなるグループ分けなどをする事はむしろ有害である。 グルー

プによって明らかな差を作り出し、授業の深度がまちまちになるからである。

教員は学生との交流により成功体験を作りだす

本授業ではアクティブ・ラーニングのコンセプトの根幹である、学生のやる気

を引き出すことに十分な配慮をしている。初級クラスでは成功体験が重要な鍵

となる。ネイティブ・スピーカーと話す時に成功する方法を教え、ネイティブ・

スピーカーの教員と話して合格するという「成功体験」をそれぞれの学生に体

験させる。この事が更なる自信を生み、学習意欲を掻き立てる。現状では、授

業時間の半分は VSR を使用し、残りの半分を他のアクティビティで埋めてい
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る。授業では、VSR に 90分の授業を 45分ずつ使うことを目指し、通常は 3
時限を使って一つの章を終える。だが、全てのクラスが異なるペースで進む為、

これはかなり異なる場合がある。1章で 2時限から 4時限分を使うこともある。

　VSR はモチベーションと自信を高める活動を行えるように設計されている

ので、学生と一緒に教員も楽しむことが必要である。チームスポーツのように、

彼らのコーチになることが目指される。従来型の教員＝知識を与える側、学生

＝知識を得る側、というハイエラルキー的な関係ではなく、教師はコーチとし

て選手をトレイニングするという交流型、関係は平等型となる。学生が上手に

なるのをプッシュし、それらを応援し、彼らがそれぞれの成功体験を作り続け

ることを支援するのが教員の役割なのである。

2-3．考察：ストーリーを組み立て、語る力の醸造は学生自身がつくる

林  明人，西村  祐子，上田  倫史，ナサニエル・フレンチ

上記の事例では VSR を組み立てる為の重要なエレメントとして基礎的な文章

を読み、暗記してナチュラルなスピードで語ることができる訓練のなかにス

トーリー・テリングの手法を磨くことが入れ込まれている。

　そして、教員が管理する時間内の中で「自分が出来るようになったかどうか」

を自ら決める決定権を与えられている。まだ自信がなければ時間を作って必死

にその枠の中で自分で訓練を続けるという自由があり、それが個人の裁量権と

なる。これらがモチヴェーションを高める行為となり、ネイティブ・スピーカー

の教員と話すことが出来れば自分にとって合格であるという自己肯定のプロセ

スを経る。この体験を通じて自信を深めるというシステムが最終段階として埋

め込まれており、これ自体が授業マネジメントとして機能している。

　この場合のストーリーはごく基礎的なものだが、それを自ら展開させること

により、「英語で話している」という満足感をさらに体現出来る。

　初級の場合、基礎的な文法などが理解されていないことが多く、基礎構文を
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暗記した経験も不足しているため、それらをどのようにして統合し、コミュニ

ケーションに繋げるかが理解できていない。それを如何に簡単なストーリーを

作らせる中で主体的な行動として組み込むかが教員にとっての試練である。そ

して、教員は教える側ではなく「コーチ」として伴走する事が逆に学生の自律

性を育み、ますます大きな自信を育む事にもなる。自分で組み立てた簡単な英

語でのストーリー・テリングによって自分の世界を英語で構築することが出来

れば、授業の外であっても英語で何らかのコミュニケーションを図ろうとする

意思が芽生えてくる。

3-1．「解釈し、説明できる力」としてのコミュニケーション力

西村  祐子

コミュニケーション力とは、溝上（2014）によれば、課題（知識）を共有し

て初めて関係性が成り立つ「公共圏他者」とのコミュニケーションを指す。

Habermas（1989）によれば、公共圏（public sphere）とは親族や家族などによっ

て構成される私的な領域（private sphere）と対をなすものであり、共同体や国家、

職場、官公庁あるいはメディアなどの政治的・社会的に外在化された領域であ

る。そこに位置する人々が「公共圏他者」であるといえる。

　子供が成長するにつれて、このような「他人」あるいは外界と交渉する機会

が増えてくる。クラスメートや友人などは厳密にいえば親族や家族ではなく、

私的な領域に属するものではない。だが子供にとって密なコミュニケーション

領域をつくっているという点では準私的な領域に属するといえる。

　だが成長するに従い、全く面識のない人々に会い、相手から知識や情報を得

ることが不可欠になってくる。知的訓練とは外部者に対していかに自己を説明

し、相手の情報を得られるような交流関係を作り上げる事象でもある。これが

長じてビジネスなどにも関わるコミュニケーション力、交渉力ともなるので、

生活レベルの上昇や生存圏の確保に際しても重要な技能でもある。
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　ただし、公共圏コミュニケーションにおいては第二言語を用いて話している

場面だけではなく、たとえ母語で会話している同志であっても齟齬は起こりえ

る。両者が共通の認識を持っているとは限らないからである。それでも共有す

る課題を達成する為、あるいは会社や組織で共に働くプロジェクトを完遂させ

る為、そこに共通の場を作る事が必要となる。母語を共有する人々の間でのグ

ループだけでなく、母語が多様化しているグループを纏めたプロジェクトが組

まれることは増えている。即ち、グローバル化が進むと、より一層、様々な他

者や異文化を持つ他者と交流せざるを得なくなってくるのである。

　このような状況では共通言語としての英語は地域的な偏りがある英語の

母語話者による英語よりも、むしろグロービッシュ（Globish）（Nerriere 2009, 

McCrum 2010）としての英語を使うことが多い。グロービッシュはネイティブ・

スピーカーが話す英語と完全に同定されることはなく、より普遍的に理解され

得る限られた語彙と用法を持つ英語である。母語として話されている英語であ

れば、当然ながら背景とする文化が異なり、用法も異なる。ニュージーランド

の英語話者と米国アリゾナ州の英語話者が互いに理解出来ない表現もある。こ

れに対し、グロービッシュは極力特有の文化を捨象し論理的に表現出来る点を

優先する。相手に対し簡便な英語を用いて話を要約し、その後で自分の考えも

しくは疑問点、質問点などを簡便に表現し、文化や言語が異なる人びとが交流

するのには極めて便利な英語である。

　だがたとえ英語母語話者であってもそのトピックに習熟していなければ対話

に入ることは難しい。むしろそのような場面で成果をあげられるのは知的に訓

練された、英語を母語としない人々であったりする。例えば “Globish” の著者

Nerriere はフランス人ビジネスマンであるが、彼の英語のほうが日本人ビジネ

スマンにとっては英語のネイティブ・スピーカーの英語より分かり易く、意思

疎通もうまくいったという。

　英語を異文化間のコミュニケーションに使う事によって、敢て相手との差異

を認識し、自分の立ち位置を理解する大きな助けにすることも出来る。相手が

自らの立場や視点を英語という共通語を用いて説明する事によって、相手と
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自分の周囲や文脈を「大雑把に」理解することが可能となる。それが「コミュニ

ケーション」であり、互いのスタンスの違いのなかでの歩み寄り、あるいは「折

り合いをつける」事を可能にする。そこでは語られる言語的なメッセージだけ

でなく語られることのないメッセージを読み、相手の仕草、身に纏っているも

の、彼らが置かれている職場や社会的状況などの周辺への理解力、その「場」

の雰囲気や空気を読む能力なども必要である。これらの行為の総体を文化の

「越境」（boundary crossing）と呼ぶこともできる。

　コミュニケーションを図りながら、人間は知識の組み換えを行うこともある。

その上で重要なのは、「完璧に正確に言葉や文章を聞き取った」、ということ自

体が「どの時点での正確さか」「どこから見た正確さか」といった疑問を呼び起

こすことにもなり、現実の「場」においてはあまり役に立たないこともあり得る。

あるいはより広い文脈を読み取る力は、TOEIC や CASEC などでの聞き取り力

としては表れにくい部分もある。それらのスコアが高くとも現実の社会での英

語運用能力が高いとはいえないこともある。TOEIC スコアが高い人材を率先

して雇った企業がその後彼らが「あまり実践力をもたない」ことに気づき、ス

コア優先をやめたのも同様の理由からであろう（村上 2107a, b）。

場数とは何か

実践的な英語力とはどのようにして磨かれるのだろうか。それは「場数」を踏

むこと、という人もいる（村上 2017b）。TOEIC などのスコアに依存し過ぎる

のは危険であると警鐘を鳴らしているのは海外で活躍する人材を求める大企業

である。それらを取材した村上（2017a, b）や寺岡（2017）によると、TOEIC が

高得点でも会話が苦手な人が多い。又、TOEIC は高得点でも英語を仕事に生

かせない人が多いという。 その理由は、日本人には心理的な壁があり、うま

く話せなかったという失敗体験があるとそれを克服出来ずに英語で話すことを

ためらうからだという。

　英語を使うビジネスでの現場経験者は、TOEIC は基礎固めができている標

準を 600点程度として、むしろ限られた語彙でも十分使いこなせるようにす
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ることが大事だと述べる。基礎的だが多彩な意味をもつ限られた動詞（例えば

take, have, get, be 動詞など）を徹底的に活用した表現力を磨くことが必要だと

するビジネスマンもいる（村上 2017）。
 英語を母語にしない人々が英語を実践的に使うには、英語以外の言語や経験

で得られている知識を総動員し、論理的な構成力を強化することが必要である。

基本的に A は B である、A は B ではない、といった簡便な文章として整理が

出来ることも必要である。そして何より実践する「場」を意識させることであ

ると第一線で働く人々はいう（寺岡 2017）。実践する場を多数与えること、そ

れが「場数を踏ませること」である。

3-2．暗記された知識は興味に応じて獲得した知識と連関させる必要がある

西村  祐子

暗記された情報、知識は基礎的な訓練とはなるものの、それらを一旦分解し、

自分なりに組み立てることによってのみ運用能力が身につく。3歳以降、子供

は言語学習によって知識を得てゆくが、大部分の知識はまず聞き取ることのプ

ロセスの中で学ばれる。新しい意味は質問することや、古い概念と新しい概念

の比較、幾つかの命題の間にある関係を質問しながら明確にしてゆく事でさら

に展開される。具体的な経験や提案、発見した知識を咀嚼し外界からの学びを

取り入れることによって知識と行動力が展開されてゆくのである。

　Ausubel（1978）は rote learning と meaningful learning を区別し、前者が「暗記」

を基礎としているのに対し、後者は学習者が興味に応じて自らが統合的に学ぶ

ことが出来る学習であるとする。後者は事前知識に関連づけたり見知っている

事例に基づいて提示される学びである。暗記して学んだ知識であっても連動し

得る適切な事前知識や学習者にとって意味がある事象と結びつけることで相互

に関わり合う生きた知識となる。

　言われた通り、あるいは教わった通りの定義や表現描写が思い出せないこと
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がある。それは意味のある学びから遠ざかっている為に起こる現象であり、テ

ストに頼る横暴さ Tyranny of Testing として Hoffman（1962）が指摘している点

でもある。それ故評価指標としては学生に意味のあるやり方での学習パターン

を奨励することが正しいとされる（Novak&Gowin1984）。
　Novak（2006）によれば、人間の記憶は単一的な入れ物ではなく、相互に関

連した記憶システムによって成り立つ複雑な組み合わせである。記憶のなかで

も一時的な記憶があり、今使っている記憶、長期的な記憶などもある。新たな

知識が受容される過程においてこれらを一続きの関連するトピックとして組み

立てる時に知識は統合的に活用される。プロジェクトにすれば、階層的なコン

セプト・マップとしてそれらを一続きに活用し、表象することが出来るが、暗

記中心の勉強しかしていなければ組み立てるのが難しくなる。

　コンセプト・マップは非常に身近なところから得る領域から始める。まずは

使用するテクストの一部や実験室の活動、本人が解決しようとしている問題や

理解しようとしている事象などのリストアップである。明示されて初めてそれ

らが互いに連関している事を深く理解するようになる。これらの活動を関連づ

ける体験が第一次資料に触れる機会である。第一次資料に触れる機会をつくる

ことにより、動機付けが行われ、それまでの要素が統合されてゆく。

　第一次資料は、誰かに直接意見を聞いたり自分で資料を調べたりすることで

作られる。誰かが教科書として作ってしまったものであれば大幅に改変され、

その過程で編集者の意図によって加工されているので望ましくない。なるべく

要約されていないオリジナルなものであるべきである。直接相手に尋ねたり、

事象について書かれたオリジナル文献を読んだり、ある事象についてのビデオ

クリップを見たりすることで、より新鮮で直接的な情報に触れることができる。

　第一次資料を得るには授業内でのフィールドワークや資料収集活動も可能で

ある。指導する教員は学生が興味を持つ事象に対してある程度の知識を持っ

ていることが必要だが、それほど専門的な知識である必要はない。要するに

フィールドワークや資料収集の場を学生に提供するのが教員の役割であり、

フィールドワークをする主体は学生だからである。学生が直接インタビューし
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てみることは本やインターネットで読むことでは得られない衝撃がある。本

や資料で読んだだけでは知ることのない現実の世界と自分の世界を交差させる

体験だからである。これによって学習意欲が掻き立てられるが、たとえ少しで

あってもインタビュー前の下調べも効果的に作用する。下調べによって自分の

質問がぐっと深化することを体験するからである。そして学習者達によれば、

事後の学習時間は事前時間よりも長くなる。体験を反芻しながら英語の文章に

してゆくことで新たな発見を自分のなかで内省化することになる。以下の事例

はテレビ会議システムを活用して学生にそのようなフィールドワークの体験を

獲得させている授業の一例である。

事例 1：イランの女子学生との交流

世界の民俗宗教研究をテーマとする英語ミディアムによるクラスで、ある女子

学生はイスラムと女性という発表テーマを選んだ。テレビ会議前の発表におい

て、この学生は何点かの英語の記事をもとに英語による発表を行った。そこで

学生は、アラブ圏での女性の地位が極めて低く人権が守られていないという感

想をもらした。女性達がブルカと呼ばれる顔から全身を覆う黒いコートを身に

着け、自由な社会活動が出来ない。外出時も親族男性に伴われていなければな

らない点などが自分達と比べて極めて異常であるという。授業の中では発表し

た女子学生だけでなく参加した学生全員が、享受出来る行動の自由の大きさに

ついて様々な側面から話し合った。その話し合いにより、学生達の自己認識が

高められたという効果があった。

　だが、イスラム圏といっても様々であり、従って女性の地位も様々である。

必ずしもイスラム圏であるからといって女子学生が発表したことがすべて現実

にあるわけではない。そこで、同じくイスラム圏でありながら女性の権利がか

なり認められているイランから女子学生をゲストスピーカーとして招聘しテレ

ビ会議システムを用いて授業に参加してもらうことにした。

　この女子学生は 21歳で大学に通うが、特にイスラム教について専門的な知

識があるわけではない。授業を受けている駒澤大学の学生達と同じ年頃であ
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り、学生からの「話しやすさ」を優先し、イランの一般市民が考えるイスラム

教文化を学生達が学べる事に配慮した。授業内では学生達があらかじめイスラ

ム教について少しだけリサーチをしていた。ある男子学生はスンニ派とシーア

派の違いについて尋ね、別の学生がペルシャ文化とアラブ文化の違いについて

質問した。サウジアラビアなどのアラブ世界とイランやイラクでは文化圏が大

きく異なり、イスラム教の解釈も異なるのではないかと学生は考えたのである。

イラン人女子学生はスンニ派とシーア派の違いは「恐らく祈りの回数が違うの

ではないか」と言い、「ペルシャ文化圏に属するイランの方がアラブ世界より文

化的だ」という見解を表明した。

　この女子学生によると、イランはサウジアラビアなどと異なり、文化的であ

るという。ブルカなどを被る必要はなく、女性が一人で街を歩くことも、仕事

を持つことも問題がない。これを聞いて学生達は一様に驚いた。授業内での学

生の発表とは大きく異なるからである。「イスラム世界には女性の自由がない」

という思い込みはどうやら事実と異なっているらしいと思い始めた。

　次第にイスラム教以外の質問が出てきて、ある男子学生がイランとアメリカ

の対立の理由を質問した。イランの女子学生は 1986年の「イスラム革命」につ

いて自分が知る範囲で出来るだけ簡単に説明を試みた。「それまではアメリカ

とイランは仲が良かったのだが、イラン革命が起こり、パーレビ国王が追放さ

れ、ホメイニ師がフランスから帰国して国の中枢に坐った」。それ以来、イラ

ンはパーレビ国王を支持していたアメリカと敵対するようになったという。そ

して、「今はアメリカは敵だ」と言い切る。学生達はこの言葉に大いに驚き、後

で「なぜアメリカとイランが敵対しているか」をもっと詳しく調べたいと課題

になっている英語のサマリーに書き込んでいた。

　最後に男子学生が質問した。イランの女子学生がスカーフを巻いて頭を隠し

ているので、「スカーフはいつもしていなければならないのですか」と尋ねる女

子学生は、「外を歩くときには必ずスカーフが必要よ」と答える。男子学生が「何

枚もっているのですか」と尋ねると、「30枚以上」という。学生達からは一様に

驚きのため息がでたのだが、「外に出るときは必ずスカーフをしていなければ
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ならない」「それはルールだから」とイランの女子学生はいい、「ルールだから」

と繰り返す。学生たちは「ルールだから？」とオウム返しにいい、互いに顔を

見合わせて無言で苦笑する。言外にある微妙な文化的差異を感じとり、それを

日本人の学生同士で共有したのである。

　この交流はわずか 30分だったが、それでもイラン人の女子学生を通してイ

ランの今日の姿の片鱗がリアリティとして見えてきたようであった。「それは

ルールだから」とイラン人の女子学生に言われた時、そこに隠されたニュアン

スを自分達の文化のフィルターを通して解釈する事の興味深さと重要さに気づ

いてゆくのである。

　このような対話では、特に難解で高度な英単語を使わずとも興味深い情報を

得ることが出来る。更に、短い会話を通じて喚起された興味が原動力となって、

その後詳しく調べたいという希求をつくりだす。テレビ会議の後でオンライン

の YeStudy を通じて提出された英語の要約を見ると、スンニ派とシーア派の違

いやペルシャとアラブ世界の歴史的な対立、イランと米国の現在の対立の歴史

などを少し調べた形跡があり、それらに強い興味を示し、さらに調べたいとい

う欲求もみられた。たとえ英語のサマリーを提出しなくともその場に居合わ

せ、対話に参加した事で学生の中に重要な変化がみられるようになる。参加し

た学生達は、テレビ会議で得たリアルな話について友人や知人などに話す。そ

こで自らが引き起こす友人や知人達からの反応によってその国際交流に参加し

ていた自分を意識し、更に興味が喚起され、内省を重ねる契機ともなる。

　テレビ会議を行った次の週にはグループ・ディスカッションを行い、自分の

感想を英語で述べる。このようにしてグループ内での英語による反復と反応の

増幅効果が期待出来るだけでなく、授業内での「文化の越境」を実際に体験し

てゆくことで内省化が進行し、成長することを自ら意識することになる。

事例 2．ナイジェリアの大学院生との対話

数週間後、当該クラスでは今度はテレビ会議でアフリカのヨルバ族出身の経営

学を学んでいるナイジェリア人の若い男性と会話することになった。ナイジェ
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リアは宗教の坩堝であり、キリスト教とイスラムが共存し、両者の習合宗教で

あるクリストイスラムと呼ばれる土着宗教を信仰する地域もある。政治的には

中国の存在感が増している。大型投資をしている中国に比べると日本の存在観

は薄い。

　自己紹介をする中でこのような情報を語ったナイジェリア人の男性だが、学

生の一人が質問してみた。「中国はスリランカやマレーシアなどでもお金で縛っ

て土地をとりあげたりしているようですが、どう思いますか？」ナイジェリア

人男性が答える。「ナイジェリアは大丈夫だと思う。かつてヨーロッパの植民

地支配を受けたから他国に支配される事がどれ程ひどいことになるのをよく

知っているから。」　この回答について会議の後で疑問を呈した学生もおり、ス

リランカやマレーシアがかつて英国の植民地だったことをインターネットで調

べた学生もいた。

　現実の世界では必ずしも英語の教科書で扱えるような簡単な事例だけではな

い。たとえ英語がつたなくとも、異文化の人々が抱えるリアルな問題に遭遇す

ることで現実の重みを理解する行動の一歩を踏み出すことができる。この結果、

多くの学生が抱いているような「英語を使った華やかな職業」に就いて順当な人

生を送ることが出来るという単純な図式からはずれ、思考様式が深化し、視野

が広がる。そこで世界の多様性に強い関心を持ってゆくことになり、深い学び

を体験する。英語を使った異文化圏でのインタビューを通じ、社会の複雑さを

体験するには、ある程度の英語の基礎力（例えば TOEIC で 600以上）が必要で

はあるが、それ以上は本人の意思と興味によって熟達してゆくものであるとい

える。

　二次資料である本や新聞記事などを読んだり教員の講義を漫然と聞くより

も、現実に体験している人々の口から聞く事は大きなインパクトを与える。教

員ではなく、自らが質問するという主体的な行為の影響力は計り知れない。そ

こで興味をもって調べようとすることにより、インターネットなどを通じた英

語による検索と調査が欠かせなくなる。それらの情報を簡便に纏めるサマリー

力に加え、自分の意見を書く力も必要とされる。英語でノートを取っている
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間に聞き取り力だけでなく構成力もついてくる。これらがすべてアクティブ・

ラーニングの柱となってゆくのである。

終わりに：コミュニケーション力と内省化

林  明人，西村  祐子，上田  倫史，ナサニエル・フレンチ

Akkerman（2011）によると、越境（Boundary Crossing）とは教育分野のなかで問

題の同定化、コーディネーション、内省を踏まえて自己変革を起こす現象をい

う。それらは上記のような自分とは異なる文化に属する人々との対話の中から

起こってくる。その対話の衝撃の中で、学習者が自分の成長を自ら興味深く見

守り、肯定的に捉えられる内省力をもつ機会となる。

　今日のグローバル社会では例え英国や米国などの英語圏に住む人々であって

も英語の母語話者とは限らない。また、英語の母語話者自体がそもそも一様で

はない。様々なアクセント（訛り）で話し、教養や教育の度合いも異なり、地

域文化も大きく異なっていたりする。今後社会に出て活躍する学生達にとって

は英語の母語話者よりもアジアやアフリカ、中南米、中東圏出身の人々と会話

する機会のほうが多いことでもあろう。国際語、すなわち Globish としての英

語はビジネスなどで使われる頻度が高く、商談や調査を英語で行わねばならな

い機会は増えている。

　英語の母語話者でなくとも英語力に不足がなく、むしろ一般の英語母語話者

よりも深い教養を備えた知識人も多い。学生の立場からすると、自分の持つ現

在の英語力でもかなりの興味深い情報を獲得することが出来るのを体験するこ

とで強い満足感を得、それが学習意欲を引き出してゆく。

　対話した非英語圏の人々の多くは英語以外に 3言語から 5－6言語を話す

人々もおり、まさに多文化圏を日々生き抜いている人々である。彼らが生き抜

いてゆくために多言語を駆使しなければならないという状況下で英語を駆使す

ることで得た知識をどのように整理し自分の成長の糧とするかは自らが決めな
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ければならない。

　情報検索型の社会では人々は多くの情報に晒されている。それらを如何に整

理し編集し、展開させるかは各自の資質にかかっている。他方、世の中は常に

過程そのものであり、完璧な情報はありえない。社会の変化に応じて獲得した

情報はオープンエンドであり、「永遠に編集され続ける」。

　たとえ英語の初級者であっても英語を学ぶことによって様々な情報を手に入

れ、成長の糧とすることは可能である。少しの英語でもそれを駆使することで

生存をかけた戦いで優位にたつ情報を得ることになるかもしれない。英語で

語った自分のメッセージが相手に理解されたと確信した瞬間、学生は英語の話

者としての自信を獲得する。

　「英語はずっと苦手だったはずなのに、いつのまにか英語で話していること

に気づいた」と初級の学習者は教員（フレンチ）に語った。まずはその体験をす

ることが次のより深い体験に繋がる。それによってはじめて次のステップが見

えてくるであろう。
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